
子安増生教授 略歴

氏 名 子 安 増 生（こやす ますお）

生年月日 1950年11月16日

出 生 地 京都府京都市

学歴・職歴等

年 月 日 学 歴

1969年４月１日 京都大学教育学部 入学

1973年３月24日 京都大学教育学部 卒業

1973年４月１日 京都大学大学院教育学研究科修士課程 入学

1975年３月24日 京都大学大学院教育学研究科修士課程 修了

1975年４月１日 京都大学大学院教育学研究科博士課程 入学

1977年７月31日 京都大学大学院教育学研究科博士課程 退学

1997年３月24日 博士（教育学）；京都大学論教博第72号

「心のモジュール説による幼児期の〈心の理解〉の研究」

年 月 日 職 歴

1977年８月１日 愛知教育大学助手 教育学部

1982年１月16日 愛知教育大学助教授 教育学部

1988年４月１日 京都大学助教授 教育学部

1997年12月１日 京都大学教授 教育学部

1998年４月１日 京都大学教授 大学院教育学研究科（大学院重点化に伴う変更）

2014年４月１日 京都大学大学院教育学研究科長・教育学部長（～2016年３月31日）

2016年３月31日 京都大学定年退職

2016年４月１日 京都大学名誉教授，甲南大学特任教授 文学部人間科学科 現在に至る

在 外 研 究

1994年３月～1995年１月 文部省在外研究員（長期）；連合王国，アメリカ合衆国へ出張

1996年３月～５月 文部省在外研究員（海外研究開発動向調査）；連合王国へ出張

その他の研究活動

平成19年度～23年度 文部科学省グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」プロ

ジェクトリーダー

資 格

1996年12月21日 日本心理学会認定心理士（第1683号）

2009年４月１日 臨床発達心理士（第2244号）

所 属 学 会

日本心理学会，日本教育心理学会，日本発達心理学会，関西心理学会，日本認知科学会，国際教育学会，Ameri-

can Psychological Associationの各正会員
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学 会 等 役 職

1997年４月 Psychologia編集長（～2003年３月）

2007年４月 大学基準協会大学評価委員会副委員長（～2009年３月）

2008年４月 日本発達心理学会理事長（～2014年３月；2013年７月一般社団法人化に伴い代表理事に変更）

2008年４月 臨床発達心理士認定運営機構理事長（～2011年３月）

2008年10月 日本学術会議連携会員（～2014年９月）

2011年７月 日本心理学諸学会連合理事長（～2013年６月）

2013年４月 一般財団法人日本心理研修センター副理事長，業務執行理事（～現在に至る）

2014年４月 Psychologia Society会長（～2020年３月）

2015年７月 一般社団法人日本心理学諸学会連合理事長（～2018年６月）

社 会 的 貢 献

平成14年度 NHK放送文化研究所「“子どもに良い放送”プロジェクト」共同研究者（～現在に至る）

平成19年度 読売新聞大阪本社主宰「よみうり子育て応援団大賞」選考委員及び同選考委員長（平成26年度～

現在に至る）

集 中 講 義

高知大学教育学部（平成４年度），九州大学教育学部（平成４年度），広島大学教育学部（平成６年度），都立

大学人文学部（平成９年度），名古屋大学教育学部（平成10年度），東京大学大学院教育学研究科（平成10年度），

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科（平成11年度），立命館大学大学院文学研究科（平成12年度），兵庫教育

大学大学院教育学研究科（平成13年度），鹿児島大学教育学部（平成14年度），東北大学大学院教育学研究科（平

成21年度）
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子安増生教授 業績一覧

※（1）甲南大学着任以前については，著書は単著・共著・編著のみ記載，学術論文は主要な単著および第一著者

のもの，ならびに査読付き学会誌論文を記載。訳書は単独訳のみ記載。（2）2016年４月の甲南大学着任後は，著

書および学術論文はすべて記載。（3）総説と学会等発表（国内，海外）は，すべての期間の発表件数のみを末尾

「６．業績総数」に記載。

１．著 書

岩井勇児・子安増生（1980）．個人差の心理学．黎明書房．

子安増生（1987）．幼児にもわかるコンピュータ教育―LOGOプログラミングの学習．福村出版（全230ページ）．

芳賀純・子安増生編（1990）．メタファーの心理学．誠信書房．

子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司（1992）．ベーシック現代心理学６ 教育心理学．有斐閣.

子安増生編（1992）．キーワードコレクション 発達心理学．新曜社．

子安増生・山田冨美雄編（1994）．ニューメディア時代の子どもたち．有斐閣．

子安増生（1996）．生涯発達心理学のすすめ―人生の四季を考える．有斐閣（全215ページ）．

子安増生（1997）．子どもが心を理解するとき．金子書房（全206ページ）．

子安増生（1999）．幼児期の他者理解の発達―心のモジュール説による心理学的検討．京都大学学術出版会（全

331ページ）．

子安増生（2000）．心の理論―心を読む心の科学．岩波書店（全134ページ）．

子安増生・服部敬子・郷式徹（2000）．幼児が「心」に出会うとき―発達心理学から見た縦割り保育．有斐閣．

和田秀樹・子安増生（2002）．親しかできない，子どもを賢くする方法．小学館．

田島信元・子安増生・森永良子・菅野敦編（2002）．認知発達とその支援．ミネルヴァ書房．

下山晴彦・子安増生編（2002）．心理学の新しいかたち．誠信書房．

子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司（2003）．［新版］教育心理学．有斐閣．

子安増生・二宮克美編（2004）．キーワードコレクション 発達心理学［改訂版］．新曜社．

子安増生編（2005）．芸術心理学の新しいかたち．誠信書房．

子安増生編（2005）．よくわかる 認知発達とその支援．ミネルヴァ書房．

二宮克美・子安増生編（2006）．キーワードコレクション パーソナリティ心理学．新曜社．

子安増生・西村和雄編（2007）．経済心理学のすすめ．有斐閣．

子安増生・二宮克美編（2008）．キーワードコレクション 心理学フロンティア．新曜社．

二宮克美・子安増生編（2009）．キーワードコレクション 教育心理学．新曜社．

子安増生編（2009）．心が活きる教育に向かって―幸福感を紡ぐ心理学・教育学．ナカニシヤ出版．

子安増生編（2011）．新訂 発達心理学特論．放送大学教育振興協会．

子安増生・白井利明編（2011）．発達心理学ハンドブック３ 時間と人間．新曜社．

二宮克美・子安増生編（2011）．キーワードコレクション 社会心理学．新曜社．

子安増生・大平英樹編（2011）．ミラーニューロンと〈心の理論〉．新曜社．

子安増生・二宮克美編（2011）．キーワードコレクション 認知心理学．新曜社．

楠見孝・子安増生・道田泰司編（2011）．批判的思考力を育む―学士力と社会人基礎力の基盤形成．有斐閣．

無藤隆・子安増生編（2011）．発達心理学Ⅰ．東京大学出版会．

子安増生・杉本均編（2012）．幸福感を紡ぐ人間関係と教育．ナカニシヤ出版.

無藤隆・子安増生編（2013）．発達心理学Ⅱ．東京大学出版会．

子安増生・仲真紀子編（2014）．心が育つ環境をつくる―発達心理学からの提言．新曜社．
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子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司（2015）．教育心理学［第３版］．有斐閣．

子安増生編（2016）．「心の理論」から学ぶ発達の基礎―教育・保育・自閉症理解への道．ミネルヴァ書房．

子安増生・郷式徹編（2016）．心の理論―第２世代の研究へ．新曜社．

子安増生・楠見孝・齊藤智・野村理朗編（2016）．教育認知心理学の展望．ナカニシヤ出版．

*** 甲南大学着任後 ***

子安増生編（2016）．アカデミック・ナビ 心理学．勁草書房．

子安増生・明和政子編（2017）．新・教職教養シリーズ第９巻 発達と学習．協同出版．

子安増生・丹野義彦編（2017）．公認心理師エッセンシャルズ．有斐閣．

子安増生・丹野義彦編（2019）．公認心理師エッセンシャルズ 第２版．有斐閣．

子安増生（2019）．出題基準対応 公認心理師のための基礎心理学．金芳堂（全200ページ）．

２．学術論文

Koyasu, M.（1976）. A developmental study in hypothesis-testing processes during concept identification task : Picto-

rial versus verbal presentation. Psychologia, Vol. XIX, 139�148.

子安増生（1977）．概念学習課題における仮説検証過程の研究―文献展望―．京都大学教育学部紀要，23，185�196.

子安増生（1979）．新訂京大 NX5�8知能検査の項目分析．愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，28，109�122.

子安増生（1979）．思考．児童心理学の進歩，Vol. XVIII，63�90.

子安増生・今栄国晴（1980）．教育実習の現状と改善に関する全国教員養成大学・学部教官の意見調査（続報）．

愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，29，145�158.

子安増生（1980）．児童における比例概念の発達過程（1）序論．愛知教育大学教科教育センター研究報告，4，

23�35.

子安増生（1981）．青年期における形式的操作思考の研究―Sieglerのルール・モデルによる天秤課題および確率

課題の分析―．愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，30，123�136.

子安増生（1981）．児童における比例概念の発達過程（2）天秤の均衡と確率について．愛知教育大学教科教育セ

ンター研究報告，5，227�238.

子安増生（1982）．メタファの心理学的研究―その理論的および方法論的検討―．愛知教育大学研究報告〔教育

科学〕，31，165�180.

子安増生・加藤元康（1983）．含意理解の促進要因と妨害要因―マッチング・バイアス仮説と洞察モデルの実験

的検証―．愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，32，163�181.

子安増生（1983）．幼児および年少児童の数の理解―subitizingと countingの問題を中心に―．愛知教育大学教

科教育センター研究報告，7，85�92.

子安増生（1984）．含意理解の促進要因としての「現実的条件」の効果の実証的再検討．愛知教育大学研究報告

〔教育科学〕，33，147�164.

子安増生・石田淳一（1984）．小学１年生の算数文章題の解決に影響する要因について―意味タイプ，数の大き

さ，操作活動の効果の検討．愛知教育大学教科教育センター研究報告，8，103�110.

子安増生（1985）．知能検査のコンピュータ化に関する基礎開発的研究―京大 NX15�知能検査のマトリックスと

符号交換を材料として―．愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，34，175�191.

子安増生（1986）．メタファの表現効果に関する心理学的研究―効果的表現と婉曲的表現の比較―愛知教育大学

研究報告〔教育科学〕，35，137�153．

子安増生（1986）．子どものコンピュータ・リテラシーの教育－LOGOプログラミングの学習を中心に―．愛知

教育大学教科教育センター研究報告，10，201�211.

子安増生（1986）．教授・学習研究の動向―コンピュータ教育を中心に―．教育心理学年報，25，98�106．

子安増生（1987）．幼児の速度認知の発達に関する実験的研究．愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，36，139�147.
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子安増生・坂爪ひとみ（1987）．小学生およびその両親のテレビ・ゲーム利用に関する実態ならびに意識調査．

愛知教育大学教科教育センター研究報告，11，1�12.

子安増生（1988）．自己の名前に関する意識調査―女子大学生の姓名観―．愛知教育大学研究報告〔教育科学〕，

37，143�159.

子安増生（1988）．コンピュータ教育における児童のキーボード入力に関する一考察．愛知教育大学教科教育セ

ンター研究報告，12，57�69．

子安増生（1989）．社会的知能の研究―文献展望―．京都大学教育学部紀要，35，134�153.

子安増生（1990）．幼児の空間的自己中心性（Ⅰ）―Piagetの３つの山問題とその追試研究―．京都大学教育学

部紀要，36，81�114．

子安増生（1991）．幼児の空間的自己中心性（Ⅱ）―Piagetの３つの山問題の関連実験と理論的考察―京都大学

教育学部紀要，37，124�154.

子安増生（1991）．コンピュータ教育．児童心理学の進歩，Vol. XXX，207�227．

子安増生・菊池聡（1993）．空間関係の認知に及ぼす映像情報の提示様式の効果―実物とビデオとコンピュータ・

グラフィックスの比較．京都大学教育学部紀要，39，22�41.

子安増生（1994）．大学の教養教育における文科系－理科系の区分のあり方について．京都大学教育学部紀要，40，

130�151.

子安増生（1995）．英国における高等教育教授システムについて．京都大学高等教育研究，1，46�53.

子安増生（1996）．イギリスの発達心理学の歴史と現状．京都大学教育学部紀要，42，24�52.

子安増生・藤田哲也（1996）．ティーチング・アシスタント制度の現状と問題点―教育学部教育心理学科のケー

ス．京都大学高等教育研究，2，77�83.

子安増生・木下孝司（1997）．〈心の理論〉研究の展望．心理学研究，68，51�67.

子安増生（1997）．幼児の「心の理論」の発達―心の表象と写真の表象の比較．心理学評論，40，97�109．

Koyasu, M.（1997）. Can visual feedback effect perspective-taking behavior in young children? Psychologia, 40, 91�

103.

子安増生・西垣順子・服部敬子（1998）．絵本形式による児童期の〈心の理解〉の調査．京都大学教育学部紀要，

44，1�23．

子安増生（1998）．大学院における遠隔個別指導について．京都大学高等教育研究，4，82�88．

子安増生（1999）．情報化社会における子どもの心理発達の変異と異変．教育学研究，66，68�69．

子安増生・服部敬子（1999）．幼児の交互交代と「心の理論」の発達．京都大学大学院教育学研究科紀要，45，1�

16．

子安増生・服部敬子・郷式徹（2000）．「心の理論」獲得前後の他者の心の理解過程―事例分析による検討．京都

大学大学院教育学研究科紀要，46，1�25．

Furnham, A., Ota, H., Hosoe, T., & Koyasu, M.（2000）. Beliefs about overcoming psychological problems among

British and Japanese students. Journal of Social Psychology, 140, 63�74．

子安増生・郷式徹・中村素典（2000）．教育学部学生の情報リテラシー教育の最適化に関する研究（Ⅰ）：入学直

後から３カ月後への変化．京都大学高等教育研究，6，82�88．

子安増生（2001）．多重知能理論からみた近年の教育改革批判．京都大学大学院教育学研究科紀要，47，28�50．

Cox, M.V., Koyasu, M., Hiranuma, H., & Perara, J.（2001）. Children’s human figure drawings in the UK and Japan :

The effects of age, sex, and culture. British Journal of Developmental Psychology, 19, 275�292．

子安増生・林創・郷式徹・中村素典（2001）．教育学部学生の情報リテラシーの最適化に関する研究（Ⅱ）：最終

回までに学生が獲得したこと．京都大学高等教育研究，7，131�143.

子安増生・鈴木亜由美（2002）．幼児の社会的問題解決能力と「心の理論」の発達．京都大学大学院教育学研究

科紀要，48，63�83．

子安増生・郷式徹・服部敬子（2003）．縦割り保育の幼稚園における「心の理論」および関連する能力の縦断的
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研究．京都大学大学院教育学研究科紀要，49，1�21.

子安増生・橋本京子（2003）．大学進学動機とポジティブな自己信念が大学生活におけるストレス対処に及ぼす

影響．京都大学高等教育研究，9，13�22．

子安増生・龍輪飛鳥（2004）．運動図形に対する心的状態の付与に及ぼす図形の種類と運動パターンの効果．京

都大学大学院教育学研究科紀要，50，1�21．

安藤花恵・子安増生（2004）．演劇経験の有無による味覚表情の表出ならびに演技の差異．認知科学，11，61�74．

子安増生（2004）．心の理論．小児科臨床．57，1243�1248．
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